
令和４年度　江戸川区立大杉小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集
の仕方や記録の取り方の指導、自己
の考えをまとめ表現する方法の指
導、朝読書と１単位時間の授業との
関連付け、他教科との関連、調べる
コンクール応募等）
・学校図書館の整備・授業の充実と
地域図書館との連携

・朝読書の時間を５分間増やして１５分間にしたり、各
学年で読む量の目標を決めたりして、読書の機会を
増やすとともに、教員や保護者ボランティア、外部講
師による読み聞かせを定期的に行い、読書科の推進
を図る。
・中央図書館との連携を図り、団体貸し出しを積極的
に活用し、さまざまな本との出会いを創出するととも
に、調べるコンクールをはじめとする探究の取組を推
進する。

年間３５回以上の朝読書
毎月１回以上の読み聞かせ
中央図書館の団体貸し出しを全クラスが年１回以上
実施

B C

〇教員によるシャッフル読み聞かせは好評だった。今
後は教員に限らず大人（主事・介助員など）が関われ
るとよい。
●保護者のボランティアに偏りがあった。

B

・スマートフォンやパソコン、モバイルなどがあたりまえ
になり、一人一台のタブレットが与えれたことはよいと
思いますが、活字離れ、読書離れが増えないか心配
です。学校での読書や読み聞かせの機会は貴重だと
思います。よろしくお願いします。

保護者に協力を広く呼びかけるとともに、保護者も
シャッフルするなど、工夫していくようにする。
次年度は、全児童が調べるコンクールに取り組むよう
にする。

児童の思考力・表現力を向上させる
ための書く活動の充実

・全校朝会校長講話の感想文、連絡帳の出来事川柳
など、身近な「書く」活動を充実させる。
・ゲストティーチャーへのお礼など書く機会を増や
す。
・国語科の校内研究との連動させ、より効果を高め

校長講話の書き取りを年間１０回以上行う。
国語科はもとより、各教科においても、毎回ノート１
ページ程度は書く活動を取り入れる。 B C

〇学年により差があるものの書き慣れてきた感もあ
る。
●意図的計画的に継続して取り組むようにする。 B

校長室の掲示板に子供の取組（作品）があったので、
よかった。子供のがんばりが分かってよかったです。

今後も、書くことは意識して毎日取り組む。苦手意識
のある子にも、習慣付けることで力が付くよう指導して
いく。

・いじめ・不登校の未然防止に魅力
ある学校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活
指導連絡協議会の活用

・いじめ防止対策委員会を毎月実施し、情報共有を
図るとともに、組織的な対応ができるよう努める。
・必要に応じて委員会を実施する。

・いじめ０を実現する。

B A

○いじめ０であったことは大きな成果である。不登校
児童も０であるため、さらに充実させる。
●SCや心理士などの専門家との連携を充実させると
ともに、教員一人一人の理解と指導力の向上に努め
る。

B

・いじめも不登校も０なのはすばらしい。先生方の努
力の成果ですね。
・学級には手のかかるお子さんや配慮を要するお子
さんがいるので、たいへんですが、いろいろな機関と
連携するなどして、よりよい教育をしていってくださ
い。

教員の指導力やコミュニケーション力を向上させると
ともに、子供たち一人一人の意識の向上に向け、「ま
ぜこぜの学校」の充実を図るように、計画的にいろい
ろな人やモノとの出会いをすすめていく。

・特別支援教育への理解を深めると
ともに、指導の充実を目指す

・ことばの教室の教員や特別支援教室（ひだまり）の
巡回指導教員らによる校内研修会を開催し、特別支
援教育への理解を深める。

各研修会をそれぞれ１回以上開催する。

C C
●計画的に研修が実施することができなかったので、
年間行事予定で予め予定を立てるようにする。 C

・先生方には感謝しております。今後ともがんばってく
ださい。

年間指導計画や毎月の予定に記載するとともに、今
年度のＯＪＴ研修をさらに充実させ、教員の資質の向
上に努める。

全学年の体育の授業において、毎回継続して行って
いく運動ｽｷﾙを確立し、実践できるよう計画・準備する
とともに、実技研修会を定期的に行い、職員の指導
力向上に努める。
わくわくタイムについては、年間計画を改善するととも
に、毎月の内容について検討しながら、よりよい時間
となるようにする。

学校行事や読み聞かせなどのさまざまな活動や９０
周年に向けたバザーの企画・運営など、保護者や地
域の方々に関わってもらうよう働きかけ、お手伝いをし
ていただくとともに、学校のことをより理解してもらうよう
にする。

学校ホームページの更新は、だれもができるようにＯ
JT研修会を年度当初に行う。また、更新する担当を
担当者のほかに、各学年・専科で輪番とし、計画的に
実施することでさらに充実させるようにする。

・学校公開や各行事のあとのアンケートの実施と分析
し、集計結果を毎回報告する。
・学校評価アンケートにおいて、各項目の満足度を９
０％にする。

・学校ホームページの年間２００回以上の更新
・学校評価アンケートの情報発信の項目において、満
足度を９０％にする。

B

A

B

A

〇formsを活用し、簡単にアンケートを実施し、集約で
きたことはよかった。
●回答率１００％にすることと、OJT研修会を実施し
て、アンケートの配信・集約ができる教員を増やすこ
と。

〇学校内の教育活動や子供たちの様子はもとより、
校外や宿泊行事においても、タイムリーに学校ホーム
ページを更新できたことが評価につながった。
●ＯＪＴ研修会を実施し、だれもが更新できるようにす
ることが必要である。

A

A

・アンケートの結果や考察が見やすく分かりやすく
なったのはよかった。
・配慮を要するお子さんがいて先生方も大変だなあと
心配しています。

・学校の様子がより分かりやすくなってよかった。久ぶ
りに学校公開に来られてよかった。
・協力的な保護者が多いようで安心した。

特別支援教育に関する部分は、理解があまり高くは
なかったので、情報発信を工夫し、計画的に伝えて
いけるようにする。

A

B

○ほぼ９０％達成するできた。
●超過勤務時間が多く、産業医による面接となった
教員がいたことは残念。さらに働きかけていく。 B

学校と家庭、地
域、関係機関との
連携強化

学校関係者評価の充実

学校教育の情報発信

教育活動の改善・充実に向けた学校
関係者評価の実施・改善

日々の教育の姿や子供たちの様子
の「見える化」

・年４回の学校公開の実施
・年３回の学校評議員会の開催
・各学校行事アンケートの実施と改善案の作成

・毎日、学校ホームページを更新し、保護者の安心感を高め
る。
・月１回の校長相談日を設定し、保護者と校長が直接話せる
機会を増やす。
・いつでも授業参観制度により、保護者・地域の方がいつで
も児童の姿を見られるよう機会を設定し、授業の可視化を図

組織の見直しや仕事の効率化を図るとともに、勤務
状況を視覚化して、一人一人の意識を高めるようにす
る。定時退勤日を月２回にするのもよい。

〇ブラスバンドでは、ﾊﾟﾚｰﾄﾞはできなかったものの、
大杉芸術祭でのファイナルコンサートという新しい形
で披露できたことは大きな成果といえる。評判もよかっ
た。
●楽器の傷みがすすんでいるため、メンテナンスを計
画的に行うようにする。

A

・いつ見ても聞いても素晴らしい。大杉芸術祭という
舞台もよかった。これからも引き継いでもらいたい。ま
た、大杉まつりでのﾊﾟﾚｰﾄﾞも期待している。

メンテナンスについては、主に夏季休業期間を利用
して、保護者のボランティアも募り、全職員で対応して
いく。必要な楽器やパーツの購入については、計画
的に行うようにする。

・コロナ禍においても、先生方が子供たちのために一
生懸命教えてくれるのでありがたい。健康第一なの
で、気を付けてほしい。

特色ある教育の
展開

「学校における働き方改
革プラン」

「学校における働き方改革プラン」に
基づく取組の実施

・月１回の定時退勤日（原則１７時）の設定
・超過勤務時間の視覚化
・通常の退勤時間の設定（１８時３０分）
・校務分掌の見直し
・高学年における教科担任制の導入

毎月の超過勤務時間を４５時間以内にする。

B

伝統の継承と創造 ６年全員ブラスバンドや大杉ソーラン
の充実と発展
大杉芸術祭の開催

年間計画や指導計画に基づき、確実な実施と課題の
抽出及び方法の立案を行う。

児童による評価、学校関係者評価の指標において好
意的反応が８０％以上

B

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全
校運動遊びなど主体的な運動の実
施による運動意欲の向上

特別支援教育の
推進

読書科の更なる充実

思考力・表現力の向上

C

〇副籍交流（直接交流）が３回できたことは成果とい
える。

●計画的な研修会の実施やお便りの発行ができな
かったことが課題である。

B

・正直言ってよく分からないところはありますが、個人
に対する配慮等気を付けながら指導をお願いしま
す。

・体育の毎授業を通した基礎体力づくりとわくわくタイ
ムの充実

わくわくタイムの年間２０回以上実施する。
スポーツテストにおいて、各学年とも前年度よりもポイ
ントを上げる。

B C B

〇後半からわくわくタイムがより充実するよう各担当で
指導できたことはよかった。また、体育的な行事を工
夫しながら実施できたことも評価といえる。
●児童の体力向上については、十分な成果とはいえ
なかった。

・今年度の運動会は、昨年度に続き、形は変わったも
のの、校庭で実施できてよかったと思う。ブラスバンド
のパレードやリレーなど、また全校児童でできることに
期待したいです。

子供たちの健全育成

教員の資質向上

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた個に応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充
実

・毎月、特別支援委員会を実施し、指導の充実を図る
とともに、必要に応じてケース会を設け、組織的に対
応する。
・特別支援専門員やＳＣ、心理士と連携を図り、積極
的にアピールしていく。

・配慮を要する児童への関わり方等、SCや特別支援
専門員などにより研修を年間３回以上実施する。
・学期に１回以上はお便り等を発行し、情報発信に努
める。 C

C

〇一人一人を見ると課題を克服できている子もいる。
テストの形式に慣れてきた子もいるので継続してい
く。
●全体的に見ると特に３年・５年の数値が低かったの
で、次年度は特に基礎的な学力が向上するよう力を
入れて指導する。

B

・学校公開や行事など、学校に足を運ぶ機会が増え
て嬉しく思います。集会や授業の様子を見ていると、
全体としては落ち着いて取り組んでいるように感じま
した。中には落ち着かに子もいますが。

トライの放課後補習教室へ参加させる児童を指名し、
底辺の底上げを図るとともに、家庭学習への課題を
個別にするなどして、より個に応じた学習にする。

学校教育目標
けんこうな子
すすんでとりくむ子
おもいやりのある子

保護者が安心して子どもを預けられる学校
学ぶことを楽しいと感じる児童
教育公務員として使命と責任を自覚し、常に力量を高める努力を行う教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞コロナ・インフルエンザの感染症流行の中においても、安全・安心で健康的な環境づくりの徹底を図ったことで、以前のようなほぼ日常的な学校生活を送ることができた。また、組織的な対応ができるようOJTの充実を図ったことで、各
教員の自覚と責任の意識がやや高まった。

＜課題＞さらに、職層に応じた職務行動が日常的に行えるよう、組織の強化を図るとともに、ＯＪＴのさらなる充実に努めて個々のスキルアップを目指す。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実
施・改善や補習の実施などによる指
導の充実と授業力の向上
・「各教科等の連携教育プログラム」
による連携の充実

・年３回以上の東京ベーシックドリル診断テストを実施
し、児童の学力を確認する。
・年間３５会以上の放課後補習（ステップアップ）を行
い、学力の底上げを目指す。

２年生以上が毎学期に行う東京ベーシックドリルの診
断テストにおいて、各学級とも80％以上習得させる。

B


